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仕方であり､初等 ･中等教育学校で従来展開されてきた ｢学校づくり｣の運動である｡ 例えば佐藤学は､これまで
の初等 ･中等教育学校では､意思決定方式として ｢合意モデル｣や ｢葛藤モデル｣によってなされてきたとし､そ
















るシステムとして､呼び水は必要なようにも思える｡ひとことで大学の授業の活性化といっても､それ は ､ 一大学
に限っても､その大学全体がある日､活性化するというのではなく､その大学のある部分が ｢社会的要 請 によって｣
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活性化したときには､別の部分が見捨てられて死んでおり､その部分が活性化した時には､別の部分が死んでしま




























































(1) 例えば､教授法の工夫に時間 ･エネルギーを普通程度以上充てている京大の教員は9割以上いる｡石村雅雄 ･
井上義和 ･神藤貴昭他 『大学教育の改善に関する京大教官の意識』京都大学高等教育教授システム開発センター､
平成11年 3月､4頁｡


























数名を 『教授の先生役』としてコーディネーターに選任 し､授業方法を細かく指導 したり､相談に乗る｡研修
会などを通 じて板書の仕方を含めたノウ-ウを教員に提供するほか､ディベー ト (討論)や野外でのフィール
ドワークなど学生に評判のいい授業の方法も紹介する｡｣(『毎日新聞Web.』2000年6月21日)といっているが､
このプロジェクトはこうした方向は決 してとらない｡
(10) 拙稿 ｢平成11年度公開実験授業の振り返り｣『平成11年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育教授 シス
テム開発センター､平成12年3月､243頁｡









中毎実 第 6回大学教育改革フォーラム配付資料 2頁｡
(13) 寺崎昌男 ｢カリキュラム改革論｣『講座 日本の大学改革 大学教育の改革 1』青木書店､1982年､249貢｡
(14) パーカー前掲書､200-201頁.
(15) 佐伯肝 ･藤田英典 ･佐藤学編 『学びあう共同体』東京大学出版会､1996年､企頁｡
(16)藤田英典 ｢(想像の共同体)一学校生活の共生的組み替え｣佐伯陣地前掲書､173-174頁｡
(17)佐藤学 ｢教師の自律的な連帯へ｣佐伯肝 ･藤田英典 ･佐藤学編 『学びあう共同体』東京大学出版会､1996年､
169頁｡
(18)田中毎実 ｢おわりに｣『授業参加観察プロジェクトの記録』京都大学高等教育教授 システム開発セ ンター､
2001年3月､35頁｡
(19)名古屋大学高等教育研究センターが実施 しているティップスのプロジェクトを参照されたい｡
-31-
